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誌名〈シグマ〉の由来
　〈シグマ〉はギリシャ語のアルファベットΣ（Sigma）で，
微積分では總体の和を表す記号となっております。「ねじ」は
基本的には，①回転運動を直線運動にかえて物体を移動させ
る送りねじと，②その性質を利用して物体を組み立てる締付
けねじとの，2 つの機能と役割があります。この 2 つが夫々
独自な働きをしながら，同時に不可分のものとして一体的に
結びつき，トータルコストの削減へとつながる，それがイワ
タボルトの最適締結システムです。それを總体の和と輪をも
って進めたいとの願いを秘めたのがシグマです。
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タイ工場拡張工事完了のご案内
IWATA BOLT（THAILAND）CO. ,LTD.

Assistant Production Engineering Manager　徳永　鉄平
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　IWATA BOLT（THAILAND）CO. ,LTD. タイ工場はチョンブリ県アマタナコン工業団地内，
バンコクやレムチャバン港から車で約 1 時間の位置にあります。同工業団地内には約 600 社強
のメーカーが入居しており，そのうち約 7 割が日系企業といわれております。弊社のお客様も
多数進出しており，生産拠点と共に販売拠点としても大変便利な立地条件となっております。

　現在，この拠点を中心にタイ国内，東南アジアのお客様のねじ部品現調化をサポートさせて
いただいておりますが，更なるニーズにお応えできるよう，工場の拡張行いました。

敷地面積 21,988 ㎡

建屋面積
既存 拡張

5, 188.4 ㎡ 4,514.05㎡
合計 9,702.45㎡

　生産可能サイズ：M2～M8

　生産可能な製品の種類：タッピンねじ，小ねじ，ボルト，溶接ボルト，リベット

◦タイ工場・タイ営業所　外観
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　2018 年度 10 月に新たに生産機械 18 台を追加し，ヘッダー30 台，ローリング 25 台となり，現
在の 60,000 千本／月生産能力から 83,000 千本／月になります。また，生産能力の増加に伴い
製品保証の重要な役割を果たす画像検査機を 3 台追加し，合計 6 台稼働しております。
　お客さまの現地工場の近くで品質に妥協しないねじを届けられるよう，更なる設備検討進め
て参りますので今後とも変わらぬお引き立てのほど，よろしくお願い申し上げます。

◦タイ工場・タイ営業所　航空写真
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中国深圳（シンセン）工場　生産設備を拡充
岩田螺絲（深圳）有限公司

Assistant Production Engineering Manager　石下　和明
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　この度，中国深圳（シンセン）工場（第 3 期工場）に圧造機及び転造機を増設し，量産稼働
を開始いたしました。深圳工場のねじ生産能力の底上げを計るためのものであり，今回の増設
により弊社のねじ製品をご使用いただいているお客様に対しまして，更に短納期で製品を提供
できる体制が整いました。

　圧造機は 47 台から 50 台（＋3 台）に，転造機は 47 台から 51 台（＋4 台）にそれぞれ増え，
生産設備はその他，熱処理（調質炉 1 基，浸炭炉 2 基）合計 3 基，めっきライン一式，画像選
別機 26 台を保有しています。
設備写真

◦圧造（ダブルヘッダーM5～M6）

◦転造（Ｍ 12 セムス）

◦転造（Ｍ 5～Ｍ 6）

　今回の設備増設により，特に自動車向けのボルト生産能力が底上げされました。中国圏の現
地自動車メーカー様への営業活動を強化していく中で，更に多くのご注文及び納期に対応でき
る体制が整いました。
　今後は生産設備のみならず，お客様の品質要求にもさらにきめ細やかな対応をすべく，検査
設備の強化・品質向上のため，より一層の社内管理に取り組んで参ります。
　中国の生産工場として社員一丸となり，品質の安定した物造りと安心してご使用頂ける製品
の供給を考え，日々の生産に努めて参ります。
　引き続きお引き立てを賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
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IWATA BOLT USA　IATF16949：2016 年版の認証取得
  IWATA BOLT USA  オハイオ工場

Production Manager　鈴木　正人
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　IWATA BOLT USA では，品質方針「お客
様第一を物造りの原点に品質，価格，納期に
優れた部品を常に創り出す」を基本理念とし，
1987 年の設立以来，30 有余年に渡って，カナダ
およびメキシコを含む北米圏でねじ関連製品の
販売に努めて参りました。その中でも，ここ北
米圏での車両向けねじ関連製品の販売に当たっ
ては，ISO/TS16949 の取得は必須となっており，

2014 年に認証を取り直しましたが，この度，9
月 5 日付けで IATF16949：2016 年版の取得に
至りました。
　この先，更に 30 年以上，お客様に安心してね
じ関連製品を提供できるように，USA 社員一同
真摯に業務に取り組んで参ります。
　今後も皆様のご指導，ご鞭撻のほど宜しくお
願い申し上げます。

　　◦ IWATA BOLT USA の IATF16949：2016 認証登録証
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IWATA BOLT（THAILAND）CO.,LTD.ISO14001：2015 年版への移行完了
IWATA BOLT（THAILAND）CO. ,LTD.

Assistant Production Engineering Manager　徳永　鉄平
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　IWATA BOLT（THAILAND）CO. ,LTD で
は「お客様第一」が最重要課題と考え，QCDS

（品質，コスト，納期，サービス）の向上に努め
ております。2015 年 5 月に ISO14001：2008 年
版を取得しておりましたが，組織全体での環境
保護への取り組みを強化するため 2018 年 8 月に
ISO14001：2015 年版への移行完了いたしました。
　移行と同時期に工場の拡張が完了し，生産を

増加する中で更なる環境への取り組みを強化す
る基礎となるシステム構築を目指しました。
　環境に対するリスクを低減することが「お客
様第一」につながると考え，タイ営業所，タイ
工場と組織的に取り組むことでお客様へより良
い製品を提供できますよう，努めさせていただ
きます。今後とも皆様のご指導，ご鞭撻の程，
よろしくお願い申し上げます。

◦ ISO14001：2015　認証登録証
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ISO2702/JIS B1055
「鋼製タッピンねじの機械的性質」

硬化層深さの規定について
技術開発課

主任　鈴木　喜英
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
はじめに
　「ISO2702 及び JIS B1055 鋼製タッピンねじの機械的性質」には，「表面硬さ」，「硬化層深
さ」，「心部硬さ」，「ミクロ組織」，「ねじ込み性」，「ねじり強さ」が要求されています。現行の
ISO 2702：2011 及び JIS B1055：2015 には，鋼製タッピンねじの硬化層深さを“心部硬さ +30
ポイント”と規定されています。しかし，日本の市場で流通している鋼製タッピンねじを見て
みると，硬化層深さが“心部硬さ +30 ポイント”の規定を満足しないものが多く見受けられま
す。そのような製品は，ユーザーとの協議により JIS B1122：1976 十字穴付きタッピンねじの
機械的性質による硬化層深さによる事が取り決められています。このような中で日本ねじ研究
協会により，日本の市場で流通している鋼製タッピンねじの硬化層深さに関する実態調査を行
い，ISO に硬化層深さの規定変更が提案されています。次回の JIS B1055 の改正版で，日本の
市場で実際に流通している鋼製タッピンねじが規定に合うような規定の改正の動きになります。
今回は，鋼製タッピンねじの硬化層深さについて紹介させて頂きます。

硬化層深さの測定方法
　図 1 に硬化層深さの測定方法を示します。タッピンねじの断面の谷底を試験荷重 2.94N のビ
ッカース硬さにより測定します。図 2 に現行の ISO 及び JIS の鋼製タッピンねじの硬化層深さ
の一例を示します。硬化層深さの範囲（表面から 0.05mm～0.18mm）に心部硬さの測定値 +30
ポイントの硬さがあることが規定されています。図中の 2 本の線は表面からの硬さを表し，点
線は硬化層深さの範囲に収まりますが，実線は硬化層深さの範囲に収まりませんので規定を満
足しません。現在のねじメーカーで製造される鋼製タッピンねじの曲線は，実線で表された曲
線に近く，実際は硬化層深さの規定に収まらないものが多くあります。これは，現状の製造条
件が 1976 年の JIS の硬化層深さである 420HV に合わせた材料や熱処理条件を選定しているた
め，心部硬さ +30 ポイントに合わせるのが難しいのです。



7

図1　硬化層深さの測定方法（タッピンねじの断面）

　表面からの距離

　規定：心部硬さ +30 ポイントの位置が表面からの距離

　0.05mm ～ 0.18mm に収まる。

図2　現行の ISO 及び JIS のタッピンねじの硬化層深さ
　　（ねじの呼び径が ST3.5の例）
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　図 3 に日本ねじ研究協会が ISO に提案した鋼製タッピンねじの硬化層深さの一例を示します。
硬化層深さの範囲（表面から 0.05mm～0.18mm）に 420HV0.3 ※の硬さがあることです。図中
の線は表面からの硬さを表し，420HV0.3 の硬さが硬化層深さの範囲に収まるので規定に入り
ます。多くの鋼製タッピンねじは，この測定方法で規定を満足する様な材料や熱処理条件を選
定しています。

※ 420HV0.3 とは

420 がビッカース硬さの値。

HV が硬さの記号（Vickers hardness）。

0.3 が試験力を表す数字（0.3kgf=2.942N）。

　規定：420HV0.3 の位置が硬化層深さの範囲に収まる。

図3　ISO に提案したタッピンねじの硬化層深さ
（ねじの呼び径が3ミリの例）
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まとめ
　今回の日本市場における鋼製タッピンねじの硬化層深さの実態調査では，“実測の心部硬さ
+30 ポイント”に適合したのは試験数の約 3 割であり，日本ねじ研究協会が提案した硬化層深
さ“420HV0.3”に適合したのは試験数のほぼ全数であると，ねじ研究協会から報告されていま
す。
　日本ねじ研究協会は，ISO/TC2 国際委員会に硬化層深さの変更の提案を行い，硬化層深さは

“420HV0.3 に対する表面からの距離”への変更を進める流れになっています。

さいごに
　硬化層深さ“420HV0.3”の測定は，1992 年以前の JIS の測定方法に戻ったことになります。
当社を含む日本のねじメーカーは，従来から 1976 年の測定方法により鋼製タッピンねじの硬化
層深さの確認を行っています。提案したタッピンねじの硬化層深さに合わせるための材料や熱
処理条件の変更は不要であり，変更案が採用されれば，従来通りの材料や生産条件で JIS の規
定を満足するタッピンねじをお使い頂ける事になります。



10

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

第 22 回機械要素技術展　日本ものづくりワールド 2018
「世界のものづくりを支える Made by IWATA BOLT」

～締結部品の新技術～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　SOFI 課　部長　久保田　雅文

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　第 22 回機械要素技術展（日本ものづくりワー
ルド 2018）が 2018 年 6 月 20 日（水）から 22 日

（金）の 3 日間にわたり，国際展示場「東京ビッ
グサイト」で開催されました。
　アジア最大のものづくりの専門展として，最
先端技術の製品やバーチャルリアリティ製品，
医療機器製品を一堂に集め，同時開催されてい
る専門的なセミナー受講を目当てに来場された
お客様も多く見受けられました。出店者数 2,522
社は過去最大で，昨年を 68 社も上回り，来場者
数も 54,177 人とかなりの盛況ぶりでした。
　当社は，「世界のものづくりを支える Made 
by IWATA BOLT」をテーマに，自社開発のオ
リジナル製品を機能別に展示して，VA 提案に
よる多くの採用事例を紹介しました。CG 画像
を用いた開発製品の説明，FF ボルト，ピアス
ナット，E リングセッターのデモ機による実演
コーナー，また，ねじの製造工法をご覧いただ
ける，圧造機，転造機，ナットタッパーのミニ

チュアモデルを展示させていただきました。今
回出展しました様々な機能を持った製品につい
て，以下ご紹介いたします。

《新製品》
薄板への固着ボルト　FFTボルト
　近年の部品の軽量化に伴う薄板化した板材に
対して，従来の溶接ボルトでは，熱影響により
固着自体が困難であったり，溶接に伴うスパッ
タ除去工数の増加が問題になっています。かし
め固着において特殊な座面の突起と段部形状に
より，高い締付けトルクに耐え得る固着強度を
もつ薄板かしめボルト FFT ボルトを開発しま
した。使用目安は M6 サイズで相手の固着板の
厚さは 0.6mm～0.8mm です。
挿入性向上・ねじ山のかじり防止ボルト　AP
ボルト
　締結を行う際の作業体勢が不安定で，締付け
るボルトが相手めねじに対して傾いて挿入され
るような場合，ねじ山のかじりや，焼き付きが

◦機械要素技術展　入口（東京ビッグサイト）
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生じやすくなります。AP ボルトは，このような
問題を解決するかじり防止ボルトです。斜めに
挿入された場合でも，ボルト先端の特殊な案内
部により，空転することなく傾き角度を修正し
て締付けられます。適用サイズは M4 から M12
です。

《機能性向上製品》
オリジナル樹脂用タッピンねじ ITPシリーズ
ITP－ 1／ITP－ 2／ITP－ JS
　ITP シリーズはガラスを多く含有する樹脂材
専用のタッピンねじとして開発されました。近
年の強度アップと軽量化のニーズにより樹脂材
へのガラス添加量は高まっており，それに伴い
樹脂割れ等の不具合発生も増えてきています。
相手樹脂材とガラス含有量の用途に合わせて特
殊ねじ山形状により樹脂割れを防止でき，低い
ねじ込みトルクと高い破断トルクで信頼性の高
い締結が可能です。タイプは相手材の用途に応
じて，ITP－ 1，ITP－ 2，ITP－ JS の 3 種類ご
ざいます。適用サイズは 3mm 径から 5mm 径で
す。
サーマガード
　耐食性，耐熱性，耐電食性に優れた特殊コー
ティングです。近年の製品の軽量化に伴いアル
ミ材への用途が多く，耐異種金属腐食（電食）

に抜群の効果を発揮します。耐熱性能 450℃，
耐塩水噴霧試験 2,000 時間以上の性能を持ちま
す。

《安価なゆるみ止め製品》
IB ロック
　精密ねじから小径ねじまで，相手のめねじに
ダメージを与えず高いゆるみ止め性能・戻り止
め性能を持っております。二次加工を必要とし
ないため，他の戻り止めの製品と比べ，締め付
けトルクの安定化と，大幅なコスト低減が可能
となります。適用サイズは M1.4 から M5 です。
SL ボルト
　脱落防止機能を持った，ゆるみ止め・戻り止
めボルトです。他の製品では，脱落防止機能に
は二次加工が必要ですが，SL ボルトはねじ山に
微小突起を付けることで，相手のめねじのフラ
ンク面と干渉して，ボルトの回転を阻止し，戻
り止め機能を発生させます。適用サイズは M1.7
から M10 です。
UPSナット　Fタイプ／Pタイプ　
　めねじのねじ山角度を変えることで，標準ボ
ルトとの嵌合で優れたゆるみ止め性能を発揮す
ることができます。バラツキが少なく安定した
締結が可能です。F タイプと，ねじ山のピッチ
差を利用して脱落防止機能を備えた P タイプ

◦開発製品について説明する久保田部長（SOFI 課）
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の 2 種類がございます。適用サイズは M5 から
M14 です。

《工数低減が可能な製品》
FF ボルト
　かしめ工法のため，相手材を選ばずに固着し，
溶接できない材料にもボルト取付けが可能です。
前述の薄板用 FFT ボルトの標準タイプとなり
ます。適用サイズは M3 から M10 です。
ピアスナット
　下穴不要のかしめナットです。プレスの内製
化により工数低減することで大幅なコストダウ
ンが可能となります。アルミやステンレス材に
対しても固着させることが可能です。近年ニー
ズの高まる高張力鋼板に対しても適用可能な製
品も取り揃えております。適用サイズは M4 か
ら M14 です。
ITM
　ITM はマグネシウム材など合金鋼への締付け
を前提に開発された，特殊なねじ山とピッチ・
ねじ山成形部を有する精密用タッピンねじです。
適用サイズは M1.4 から M2 です。
ITAL
　ITAL は主としてアルミニウム材への締付け
を前提に開発された，特殊なねじ山とピッチ・
ねじ山成形部を有するタッピンねじです。適用
サイズは M3 から M5 です。
タッピンボルト
　アルミニウム・マグネシウムなどの軽合金用
に開発されたタップレス化が可能なボルトです。
ねじ込みルクが低く，ねじ込むと同時に相手材
にめねじを形成し，ボルトのように軸力締結を
することが可能です。
　相手のタップ工程廃止による大幅なコスト低
減が可能です。適用サイズは M5 から M8 です。

《アース性機能向上製品》
座面アースボルト
　SL ボルトのねじ部の微小突起と，頭部座面に
円周状のリング突起を追加することで，ねじ部

と座面部の両方で相手の塗装を剥離し，アース
を取ることができます。EV 車バッテリーのハ
ーネスなど電気関連部位や，従来マスキング工
程を加えて塗装がのらないよう電気導通を取っ
ていた部位にマスキング廃止の VA 提案で採用
された実績がございます。
アースナット／座面アースナット
　UPS ナット P タイプの機能と，フランジ面
のねじ部に設けられた切欠きによって相手の塗
膜を剥離し，アースを取ることができます。ア
ースボルトと同様，マスキング工程を廃止でき
るので工数低減によるコストダウンが可能です。
座面アースボルト同様，座面にリング突起を付
けた座面アースナットも採用実績がございます。

《盗難防止用製品》
ITR ファスナー／HTSファスナー
　いたずら防止用ファスナーといえば，特殊な
締付け工具が必要となりますが，ITR ファスナ
ーは市販の十字ドライバーで締付けができ，取
り外しができないワンウェイ機能を持ち合わせ
ています。六角穴タイプで市販の六角棒スパナ
を使用して締付け，取り外しができないワンウ
ェイ機能を持った HTS ファスナーもございま
す。

　イワタボルトは，創造提案型企業として，設
計から VA・VE まで，多様化するニーズに積
極的に取り組み，世界のものづくりを支える

「Made by IWATA BOLT」をスローガンに新
技術を結集した様々な機能を持った製品をご提
供し，お客様のトータルコストダウンに寄与さ
せていただいております。当社では，お客様の
ご要望にお応えできるよう，いつでもお客様の
もとで個別の展示会や勉強会を開催できるご用
意をいたしております。ご用命の際はお近くの
営業所の担当営業までお問い合わせ下さい。
　今後とも，より一層のご愛顧とお引き立てを
賜ります様，よろしくお願い申し上げます。
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

東プレ株式会社様にて「SOFIT 号による展示会」を開催

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇都宮営業所　福田　伊佐央
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　2018 年 7 月 26 日（木）東プレ㈱栃木事業所様
にて SOFIT 号による展示会を開催させて頂き
ました。
　東プレ㈱栃木事業所様は冷凍車の開発・製
造・販売をされており，冷凍車の冷凍装置とコ
ンテナの一貫生産体制による温度仕様に合わせ
た運搬車両の生産を可能とし，高品質と安定供
給体制を確立されております。
　今回，技術・製造・購買部署を中心に 60 名の
方々に御来場頂きました。圧造・転造のミニチ
ュアデモ機のコーナーでは，ねじの製造方法に
ついて大変熱心にご質問頂き，実際の製造現場
見学をご希望するお声も多く戴きました。　
　また緩み止め，タップレス，いたずら防止，

溶接レスなど各テーマに併せた製品を中心にお
客様にトータルコスト低減を寄与出来る，「今，
最善のねじ」をご紹介させて頂き，製品機能に
対する問題点や疑問点，ご要望など貴重なご意
見，ご質問を賜りました。
　今後もイワタボルトは更なる品質力・開発
力・技術力の向上に努め，お客様にお役立ち出
来るVA・VE 提案を積極的に取り組んで参ります。
　最後に展示会開催に際し，ご協力頂きました
技術部，矢吹次長を始め，ご多忙の中，ご来場
頂きました皆様にこの場を借りて厚く御礼を申
し上げます。
　今後ともご愛顧賜りますようお願い申し上げ
ます。

◦展示会の様子
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

　　　　　　　　モリタ宮田工業株式会社様にて
「オリジナル商品展示会及び勉強会」を開催

湘南相模営業所　田村　林
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　2018 年 5 月 28 日（月）モリタ宮田工業㈱様茅
ヶ崎工場にて，弊社オリジナル商品の展示会及
びねじの勉強会を開催させて頂きました。
　購買，機器技術，生産技術等，生産統括本部
を中心に茅ヶ崎工場，栗原工場合わせ 100 名を
超える方々にご参加頂きました。
　モリタ宮田工業㈱様は「人と地球のいのちを
守る」と言う壮大なスローガンに基づき，時代
のニーズを的確に捉えた消火器の製造を行って
おります。
　消火器業界での価格，機能等の競争は激しく，
コストダウンに繋がる製品紹介のご要望を頂き，
二次加工不要な安価な緩み止め製品「IB ロッ
ク」「UPS ナット」，その他にも高性能盗難防止

機能をもった「HTS・ITR ファスナー」等，イ
ワタボルトの様々なオリジナル商品のご紹介を
させて頂きました。皆様展示製品を手に取って
見て頂き，各製品についてのご質問やご要望等，
多数頂戴致しましたので今後の製品開発へと繋
げて参ります。
　今後もイワタボルトは創造提案型企業として
VA 提案，VE 提案に努め，お客様のニーズに
合わせたねじを提供する事を使命として，技術
力・品質力の向上に取り組んで参ります。
　最後に貴重なお時間を頂きました来場者の
方々に，この場を借りて厚く御礼を申し上げま
す。今後ともイワタボルトをご愛好賜ります様
お願い申し上げます。

◦会場内様子（勉強会時）

◦お客様へ説明する田村（中央）と篤統括所長（中央左）
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

『パラマウントベッド株式会社』様にてねじ勉強会・展示会を開催

千葉営業所　主任　安藤　真範
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　2018 年 7 月 17 日　パラマウントベッド株式
会社様にて，ねじ勉強会・展示会を開催致しま
した。パラマウントベッド株式会社様は病院
用ベッド・在宅介護用ベッドの国内最大手の
メーカーで，ベッドの電動化や業界初の福祉
用具の JIS 認証を取得等，パイオニアとして業
界をリードし続けております。【as human, for 
human】～人として，人のために～をスローガ
ンに，介護される側だけでなく介護する人にも
優しい負担の少ないベッドの開発をしておりま
す。また海外事業強化にも力を入れ 2017 年メキ
シコ・インドにて量産開始。海外 5 工場にて高

品質で安全なベッドの生産・供給をしておりま
す。
　今回，勉強会と併せて弊社オリジナル商品の
展示会も開催させて頂き，参加された皆様から
は多くの質問を頂戴し，貴重な意見も多く私ど
もとしても非常に勉強となる機会となりました。
展示会では現状の問題点や課題に対し解決しよ
うとする意欲的な質問が多くありました。
　これからも創造提案型企業として実のある提
案が出来るよう精進して参りますので，今後と
もご愛顧賜ります様，宜しくお願い申し上げま
す。

◦パラマウントベッド株式会社様でのねじ勉強会・展示会の様子
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

『古河ユニック株式会社』様にてねじ勉強会・展示会を開催

   千葉営業所　大野　幸太
•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　梅雨入宣言が嘘のような快晴の 6 月 12 日（火）
に千葉営業所主要顧客の古河ユニック㈱佐倉工
場様で「ねじの勉強会・展示会」を開催させて
いただきました。古河ユニック様は各種クレー
ンの大手企業で車載搭載タイプのユニッククレ
ーンやオーシャンクレーン等を製造しておりま
す。生産拠点も佐倉工場他中国・タイにも保有
されグローバルな展開もされております。
　一度は工事現場，船舶や道路走行中のトラッ
クに搭載された赤い「UNIC」ロゴのクレーン
をご覧になった方もいらっしゃるかと思います。
又本年 4 月には佐倉工場の事務棟も新築されて，
1F には吹き抜けのショールームもあり，展示さ
れているクレーンの威容に圧倒されますし，長
い古河ユニック様の歴史に触れる事が出来ます。
　長い歴史の中で蓄積されてきている技術の伝
承や新しい技術の習得にも前向きに取り組まれ
ており，培った技術と進化する技術の融合に取
り組まれております。「溶接技術」他の社内講
習を実施しており，そうした流れの中でこの度

「ねじの勉強会（ねじの製造・ねじの締結・ね
じの選定）」と展示会（緩み止め製品群 =SLB・
IBL・UPS 他，機能別製品群 =ITM・ITAL・
ITP 関連，サーマガード等）を開催させていた
だきました。
　勉強会では参加していただいた方から多くの
質問をいただきました。又展示会でも開発や製
造の方より，現状問題になっている案件や改善
したい案件，及び今回の勉強会・展示会での知
識や新しい製品（イワタ展示製品）を採用・導
入の検討しようとする積極的な問合せを多く受
けました。ペイント剥離やアース取りのボルト
等にも興味を持っていただき，今実際に実施し
ている事が最善と思わず，更なる改善への取組
を常に視野に入れている姿勢など学ぶべき点が
多くありました。
　今後とも古河ユニック様へ締結に関してのベ
ストパートナーであり続けられる様に日々精進
してまいります。

◦古河ユニック㈱様でのねじ勉強会・展示会の様子
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•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••

ニチコン亀岡株式会社様にてねじ締結に関する VA 展示会開催
【イワタボルト最適締結システム】をご提案
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　SOFI 課　主任　山口　哲

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••
　2018 年 8 月 9 日（木），京都府亀岡市のニチコ
ン亀岡株式会社様で，VA 展示会を開催させて
頂きました。過去には，ニチコンワカサ株式会
社様とニチコン株式会社電源センター様でも開
催させていただいております。ニチコン亀岡株
式会社様は主に各種機能モジュール，急速充電
器，コンバーター部品を中心に製造されており
ます。ニチコン株式会社様は，EV 用の急速充
電器，公共・産業用蓄電システム，家庭用蓄電
池システムなど環境社会への貢献されている企
業で【製造業から創造業への変革】を目指して，
今後需要拡大が見込まれる価値のある製品を開
発されております。
　今回の VA・VE 展示会では，トータルコスト

削減・工数低減につながる部品を展示させてい
ただきました。作業工数削減可能な【FF ボル
ト】や【ピアスナット】，作業性向上の【AP ボ
ルト】，またニチコンワカサ様で既にご採用いた
だいております【SL ボルト】等に非常に高いご
関心を持って頂きました。
　弊社は，創造提案型企業として VA・VE 提案
を行い多様化するニーズに積極的に取り組み今
後も提案を実施して参ります。今回ご多忙の中，
貴重な機会を頂きましたニチコン亀岡株式会社
様の各関係者様並びにご来場頂きました皆様方
へこの場を借りし厚く御礼申し上げると共に業
務上でのご協力で今後御恩をお返しする所存で
す。

◦ピアスナットについて説明するSOFI 課の山口主任




